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研究分野

学位

学歴

氏名 部署 職名相羽良寿 健康開発学科健康情報学専攻 准教授

地理情報科学、デジタルヘルス

博士（理学）

2002年日本大学文理学部応用数学科、2005年日本大学大学院総合基礎科学研究科博士前期課程、2015年日本大学大

学院理工学研究科博士後期課程

著作の名称 単・共 ISBN 発行所、全ページ数 著者、編者名 発行等年月

経歴

所属学会（役職）

１．研究業績

（１）著作(著書及びその他の著作物）

2005年日本大学文理部広領域情報学センター高阪研究室研究力者、2006年学校法人東都学園東都コンピュータ専門学

校専任教員、2010年株式会社あいば測量設計コンサルタント会社員、2017年千葉大学医学部附属病院助教、2025年

埼玉県立大学保健医療福祉学部准教授

地理情報システム学会、みんなのケア情報学会、日本遠隔医療情報学会、日本医療情報学会、日本公衆衛生学会

該当なし

論文の名称 単・共 査読 著者、編者名 発表等年月IF対象誌 雑誌名、巻（号）、開始-終了ﾍﾟｰｼﾞ

（３）学会発表

学会発表の演題 単・共 学会名、開催都市 発表者（発表者は○印） 発表等年月

中小規模医療機関等のサイバーセキュリ

ティの脆弱さと脅威に対する外部支援
共同 公衆衛生学会、静岡市

久保秀一、竹内公一、原田昌範、〇近藤

博史、〇長谷川高志、大西浩文、黒鳥偉

作、真原仁、相羽良寿

2025.10

発表場所等 発表者（発表者は○印） 発表等年月

該当なし

（４）その他

名称 単・共

３．教育業績

（１）講義

講義の名称 科目責任者

２．競争的資金等の研究

競争的資金等の名称 研究名 研究代表者・研究分担者の別 研究期間

該当なし

健康情報リテラシーⅡ 1
アプリケーションの導入から運用までの流れを実体験をもとに解説し

た。

専門ゼミ２ 〇 15
卒業研究に向けて、論文のリサーチと内容に関する発表において個別指

導した。

健康プログラム実習 2

（２）論文

該当なし

専門ゼミ１ 〇 15
空間情報を基礎に広く浅く学び、GISの基本操作ができるように指導し

た。

データの可視化について、GISを紹介して簡単な事例をもとに操作方法

について体験してもらった。

情報科学基礎 〇 15

ハードウェア・ソフトウェア・セキュリティに関する内容を広く浅く学

べるように講義を進めた。また、ミニテストを実施して資格対策も実施

した。

健康情報リテラシーⅠ 1
地理情報システムによる空間情報による地域格差の可視化について講義

をした。

コマ数 概要（教育内容・方法等において工夫した点）
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IPW演習 15
各グループのメンバー各人が積極的に演習に参加できるようにサポート

をした。

（２）演習

演習の名称 科目責任者 コマ数 概要（教育内容・方法等において工夫した点）

（３）実習

実習の名称 科目責任者
学外実習：期間

学内実習：コマ数
概要（教育内容・方法等において工夫した点）

IPW実習 4日間
病院実習において、学生が退院支援における各専門職の役割を理解で

きるように、施設ナースと相談しながら実習を進めた

該当なし 主指導 名 副指導 名

（４）論文指導

対象 期間 主指導・副指導の別及び指導人数

（５）その他

名称 期間 概要（教育内容・方法等において工夫した点）

該当なし

該当なし

４．社会貢献活動

（１）講演会、研修会、公開講座等の講師

講演会、研修会、公開講座等の名称 主催 講演、研修、公開講座等のテーマ 開催年月

（２）国、自治体、学術団体等における委員等

国、自治体、学術団体等の名称 委員等の名称 任期

千葉県保険医協会  歯周病と全身疾患プロジェクト委員会　委員 2022.1～現在

該当なし

（３）ジャーナリズムでの発言

メディア等の名称 内容 年月

昌平高校 出張授業（テーマ：データで読み解く健康と社会 ） 2026.2

（４）その他

項目 相手方等 内容 期間

該当なし

該当なし

７．特許の取得

特許名 特許番号 登録年月

全学的委員会及びセンター業務等 県大DXワーキンググループ メンバー 2025.12～現在

６．受賞（研究、教育、社会貢献活動に関するもの）

受賞名 主催 受賞年月

該当なし

８．特記事項

大学広報活動 高校訪問（１回）、オープンキャンパス 2025.6、2025.8

学生支援 養護実習Ⅰの実習先学校訪問 2025.9

５．学内運営

項目 内容 期間

地域貢献活動


